
※

１ 

市
町
村
な
ど
が
通
常
行
っ
て
い
る

　
業
務
に
か
か
る
経
費
と
収
入
の
ま
と

　
ま
り
。

 

　令
和
元
年
度
は
、一
般
会
計
（
※
1
）

の
歳
入
総
額
が
約
2
7
0
億
9
千
万
円
、

歳
出
総
額
が
約
2
6
7
億
1
千
万
円
、
収

入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
収
支
（
形
式

収
支
）
は
約
3
億
8
千
万
円
の
黒
字
で
す
。

　こ
れ
か
ら
令
和
2
年
度
に
繰
り
越
し
て

行
う
こ
と
に
な
っ
た
事
業
に
要
す
る
経
費
を

除
い
た
収
支
（
実
質
収
支
）
で
は
、
約
1

億
1
千
万
円
の
黒
字
決
算
で
す
。

　単
年
度
で
見
た
場
合
の
収
支
（
実
質
単

年
度
収
支
）
で
は
、
約
1
億
円
の
黒
字
で

し
た
。

　平
成
30
年
度
に
引
き
続
き
、
令
和
元
年

度
も
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
財
源
調
整

を
行
う
こ
と
な
く
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
と
比
較
し
て
、

収
支
は
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
改
善
し
た

と
言
え
ま
す
。

　歳
入
の
中
身
を
見
る
と
、
地
方
交
付
税
、

国
県
支
出
金
、
市
債
と
い
っ
た
国
等
に
依

存
す
る
も
の
が
約
6
割
を
占
め
、
市
税
等

の
自
主
的
に
確
保
で
き
る
財
源
の
割
合
は
、

全
体
の
約
4
割
弱
に
と
ど
ま
って
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、
直
方
市
の
財
政
運
営
が
依
然

と
し
て
、
国
の
地
方
財
政
計
画
等
に
よ
って

大
き
く
左
右
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
と
い
え

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
依
存
財
源
の
う
ち
主

な
も
の
で
あ
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
同
様
の
傾

向
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　歳
出
で
は
、
人
件
費
、
公
債
費
、
繰
出

金
、
物
件
費
等
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費
、
補

助
費
等
、
普
通
建
設
事
業
費
、
貸
付
金
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　公
債
費
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
は
い
る
も

の
の
、
現
在
実
施
し
て
い
る
市
営
住
宅
の

建
て
替
え
や
、
し
尿
処
理
場
建
設
等
の
大

型
事
業
の
た
め
の
借
入
金
の
償
還
開
始
に

伴
って
、
令
和
2
年
度
か
ら
は
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
特
別
会
計
の
決
算
は
表
①
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　令
和
元
年
度
末
時
点
で
の
基
金
（
貯
金
）

と
市
債
（
借
金
）
の
残
高
の
推
移
は
左
図

グ
ラ
フ
②
、
グ
ラ
フ
③
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　基
金
残
高
は
約
52
億
5
千
万
円
、
こ
の

う
ち一般
会
計
分
は
約
48
億
7
千
万
円
、一

般
会
計
分
の
中
で
も
使
い
み
ち
が
特
定
さ

れ
て
い
な
い
財
源
の
調
整
に
使
え
る
基
金
は

約
30
億
8
千
万
円
で
す
。

　前
年
度
に
比
べ
て
、
市
の
基
金
残
高
は

約
1
億
1
千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　次
に
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
残
高
は
、一

般
会
計
と
そ
の
他
特
別
会
計
も
含
め
た
総

額
で
約
2
1
9
億
4
千
万
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
て
約
1
1
2
億
5
千
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
が
公
営
企
業
へ
と
移
行
し

た
こ
と
に
伴
い
、
市
の
会
計
に
算
入
さ
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
2
つ
の

会
計
を
除
く
と
、
前
年
度
と
比
較
し
て
実

質
的
に
は
約
10
億
7
千
万
円
の
増
と
な
って

い
ま
す
。

　市
債
残
高
の
内
訳
は
、一
般
会
計
で
約

2
1
7
億
円
8
千
万
円
（
前
年
度
よ
り
約

11
億
円
の
増
）
で
、
特
別
会
計
で
は
、
上

頓
野
産
業
団
地
造
成
事
業
で
約
1
億
6
千

万
円
（
前
年
度
よ
り
約
2
千
万
円
の
減
）、

同
和
地
区
住
宅
貸
付
事
業
特
別
会
計
で
約

2
百
万
円
（
前
年
度
よ
り
約
6
百
万
円
の

減
）
と
な
って
い
ま
す
。

　一般
会
計
の
残
高
が
大
幅
に
増
え
て
い
る

の
は
、
主
に
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
や
、

し
尿
処
理
場
建
設
等
の
大
型
事
業
の
た
め

の
借
入
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

貯
金
・
借
金
共
に
増
加

気
に
な
る
貯
金（
基
金
）と

借
金（
市
債
）の
残
高
は

CHECK
2

令和
元年度
令和
元年度

直方市の
台所事情を
チェック
してみよう

直
方
市
決
算
要
点
紹
介

　令
和
元
年
度
の
市
の
決
算
が
次
の
表
の
と
お
り

議
会
で
承
認
さ
れ
、確
定
し
ま
し
た
。

　そ
の
内
容
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

問い合わせ
財政課

一般会計決算 グラフ❶

特別会計
●国民健康保険特別会計
　歳  入 ……………… 57億6,792万円
　歳  出 ……………… 58億2,155万円
●同和地区住宅資金貸付事業特別会計
　歳  入 …………………… 1,749万円
　歳  出 …………………… 1,309万円
●介護保険特別会計(保険事業勘定）
　歳  入 ……………… 64億9,625万円
　歳  出 ……………… 62億8,044万円
●介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
　歳  入 …………………… 3,948万円
　歳  出 …………………… 3,879万円

●後期高齢者医療特別会計
　歳  入 …………………9億6,788万円
　歳  出 …………………9億4,577万円
●上頓野産業団地造成事業特別会計
　歳  入 …………………… 1,778万円
　歳  出 …………………… 1,778万円

基金残高の変化

市債残高の変化

各種財政指標の推移

一般会計
財源調整的基金 一般会計基金 全会計基金合計

一般会計市債残高全会計市債残高総額

表❶

グラフ❷

グラフ❸

グラフ❹

（TEL 25-2231）

単位：億円

347.0

221.6

344.3

218.6

339.9

214.4

337.3 333.0

211.9 207.5

H24 H25 H26 H27 H28 H30 R1H29
200

250
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350
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206.1
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206.8
217.8

331.9

219.4

左目盛り 右目盛り
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経常収支比率 財政力指数
将来負担比率
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0.65

硬
　直

柔
　軟

強
　い

弱
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97.2 97.3
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0.56 0.56

H30 R1H29

58.9

98.8

8.0

0.56

55.8 55.2

96.4 95.7

6.7 5.7

単位：億円

H24 H25 H26 H27 H28 H29

42.7 42.7 41.7 42.4 42.8

44.1 44.2 43.0 43.7 44.8

29.7 29.8 30.3 30.8 31.2

H30 R1
0

10

20
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40

50

60

42.8

45.3

30.8

48.3 48.7

51.4 52.5

30.8 30.8

歳
入

歳
出

総額
270.9億円

総額
267.1億円

0 50 100 150 200 250

市税
69.2億円
（25.5%）

地方交付税
56.0億円
（20.7%）

国庫支出金
62.8億円
（23.2%）

その他
35.8億円
（13.1%）

市債
28.0億円（10.4%）

県支出金
19.1億円（7.1%）

人件費
35.0億円
（13.1%）

扶助費
93.7億円
（35.1%）

物件費
34.2億円
（12.8%）

繰出金
26.7億円
（10.0%）

普通建設事業
36.9億円（13.8%）

その他
22.1億円（8.3%）

公債費
18.5億円（6.9%）

令
和
元
年
度
も
実
質
収
支
は

黒
字
と
な
り
ま
し
た

ま
ず
は
基
本
か
ら
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※

１ 

市
町
村
な
ど
が
通
常
行
っ
て
い
る

　
業
務
に
か
か
る
経
費
と
収
入
の
ま
と

　
ま
り
。

 

　令
和
元
年
度
は
、一
般
会
計
（
※
1
）

の
歳
入
総
額
が
約
2
7
0
億
9
千
万
円
、

歳
出
総
額
が
約
2
6
7
億
1
千
万
円
、
収

入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
収
支
（
形
式

収
支
）
は
約
3
億
8
千
万
円
の
黒
字
で
す
。

　こ
れ
か
ら
令
和
2
年
度
に
繰
り
越
し
て

行
う
こ
と
に
な
っ
た
事
業
に
要
す
る
経
費
を

除
い
た
収
支
（
実
質
収
支
）
で
は
、
約
1

億
1
千
万
円
の
黒
字
決
算
で
す
。

　単
年
度
で
見
た
場
合
の
収
支
（
実
質
単

年
度
収
支
）
で
は
、
約
1
億
円
の
黒
字
で

し
た
。

　平
成
30
年
度
に
引
き
続
き
、
令
和
元
年

度
も
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
財
源
調
整

を
行
う
こ
と
な
く
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
と
比
較
し
て
、

収
支
は
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
改
善
し
た

と
言
え
ま
す
。

　歳
入
の
中
身
を
見
る
と
、
地
方
交
付
税
、

国
県
支
出
金
、
市
債
と
い
っ
た
国
等
に
依

存
す
る
も
の
が
約
6
割
を
占
め
、
市
税
等

の
自
主
的
に
確
保
で
き
る
財
源
の
割
合
は
、

全
体
の
約
4
割
弱
に
と
ど
ま
って
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、
直
方
市
の
財
政
運
営
が
依
然

と
し
て
、
国
の
地
方
財
政
計
画
等
に
よ
って

大
き
く
左
右
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
と
い
え

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
依
存
財
源
の
う
ち
主

な
も
の
で
あ
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
同
様
の
傾

向
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　歳
出
で
は
、
人
件
費
、
公
債
費
、
繰
出

金
、
物
件
費
等
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費
、
補

助
費
等
、
普
通
建
設
事
業
費
、
貸
付
金
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　公
債
費
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
は
い
る
も

の
の
、
現
在
実
施
し
て
い
る
市
営
住
宅
の

建
て
替
え
や
、
し
尿
処
理
場
建
設
等
の
大

型
事
業
の
た
め
の
借
入
金
の
償
還
開
始
に

伴
って
、
令
和
2
年
度
か
ら
は
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
特
別
会
計
の
決
算
は
表
①
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　令
和
元
年
度
末
時
点
で
の
基
金
（
貯
金
）

と
市
債
（
借
金
）
の
残
高
の
推
移
は
左
図

グ
ラ
フ
②
、
グ
ラ
フ
③
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　基
金
残
高
は
約
52
億
5
千
万
円
、
こ
の

う
ち一般
会
計
分
は
約
48
億
7
千
万
円
、一

般
会
計
分
の
中
で
も
使
い
み
ち
が
特
定
さ

れ
て
い
な
い
財
源
の
調
整
に
使
え
る
基
金
は

約
30
億
8
千
万
円
で
す
。

　前
年
度
に
比
べ
て
、
市
の
基
金
残
高
は

約
1
億
1
千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　次
に
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
残
高
は
、一

般
会
計
と
そ
の
他
特
別
会
計
も
含
め
た
総

額
で
約
2
1
9
億
4
千
万
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
て
約
1
1
2
億
5
千
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
が
公
営
企
業
へ
と
移
行
し

た
こ
と
に
伴
い
、
市
の
会
計
に
算
入
さ
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
2
つ
の

会
計
を
除
く
と
、
前
年
度
と
比
較
し
て
実

質
的
に
は
約
10
億
7
千
万
円
の
増
と
な
って

い
ま
す
。

　市
債
残
高
の
内
訳
は
、一
般
会
計
で
約

2
1
7
億
円
8
千
万
円
（
前
年
度
よ
り
約

11
億
円
の
増
）
で
、
特
別
会
計
で
は
、
上

頓
野
産
業
団
地
造
成
事
業
で
約
1
億
6
千

万
円
（
前
年
度
よ
り
約
2
千
万
円
の
減
）、

同
和
地
区
住
宅
貸
付
事
業
特
別
会
計
で
約

2
百
万
円
（
前
年
度
よ
り
約
6
百
万
円
の

減
）
と
な
って
い
ま
す
。

　一般
会
計
の
残
高
が
大
幅
に
増
え
て
い
る

の
は
、
主
に
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
や
、

し
尿
処
理
場
建
設
等
の
大
型
事
業
の
た
め

の
借
入
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

貯
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・
借
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共
に
増
加

気
に
な
る
貯
金（
基
金
）と

借
金（
市
債
）の
残
高
は
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す
。
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財政課

一般会計決算 グラフ❶

特別会計
●国民健康保険特別会計
　歳  入 ……………… 57億6,792万円
　歳  出 ……………… 58億2,155万円
●同和地区住宅資金貸付事業特別会計
　歳  入 …………………… 1,749万円
　歳  出 …………………… 1,309万円
●介護保険特別会計(保険事業勘定）
　歳  入 ……………… 64億9,625万円
　歳  出 ……………… 62億8,044万円
●介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
　歳  入 …………………… 3,948万円
　歳  出 …………………… 3,879万円

●後期高齢者医療特別会計
　歳  入 …………………9億6,788万円
　歳  出 …………………9億4,577万円
●上頓野産業団地造成事業特別会計
　歳  入 …………………… 1,778万円
　歳  出 …………………… 1,778万円

基金残高の変化

市債残高の変化

各種財政指標の推移

一般会計
財源調整的基金 一般会計基金 全会計基金合計

一般会計市債残高全会計市債残高総額
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211.9 207.5
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219.4

左目盛り 右目盛り

0.54 0.53 0.53 0.53 0.53 0.55

H23 H24 H25 H26 H27 H28

経常収支比率 財政力指数
将来負担比率
実質公債費比率

（３年平均）

（３年平均）
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0.55

0.65
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0.56 0.56

H30 R1H29

58.9

98.8

8.0

0.56

55.8 55.2

96.4 95.7

6.7 5.7

単位：億円

H24 H25 H26 H27 H28 H29

42.7 42.7 41.7 42.4 42.8

44.1 44.2 43.0 43.7 44.8

29.7 29.8 30.3 30.8 31.2

H30 R1
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42.8

45.3

30.8

48.3 48.7

51.4 52.5
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歳
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総額
270.9億円

総額
267.1億円

0 50 100 150 200 250

市税
69.2億円
（25.5%）

地方交付税
56.0億円
（20.7%）

国庫支出金
62.8億円
（23.2%）

その他
35.8億円
（13.1%）

市債
28.0億円（10.4%）

県支出金
19.1億円（7.1%）

人件費
35.0億円
（13.1%）

扶助費
93.7億円
（35.1%）

物件費
34.2億円
（12.8%）

繰出金
26.7億円
（10.0%）

普通建設事業
36.9億円（13.8%）

その他
22.1億円（8.3%）

公債費
18.5億円（6.9%）
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